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分野 担当教員

開講時期 講義 実技 演習 実習

時間数 2

学習の到達目標

成績評価の方法と基準

使用テキスト

参考文献

講義計画　

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

柔整介護実践Ⅰ

その他の分野 髙橋　洋

2学年　3学期
単位数

30

科目の概要
柔道整復師と介護保険、発達と老化の理解、介護保険制度、介護の家庭、高齢者介護と
ICF、介護予防と生活機能の向上、介護予防・日常生活支援総合事業、口腔ケア、栄養指導
について解説する。

柔道整復師が機能訓練指導を行うために必要な知識を習得する。

筆記試験７０％、小テスト２０％、レポート１０％

柔道整復師と機能訓練指導（機能訓練指導員養成テキスト）　全国柔道整復学校協会監修　南江堂

介護予防・日常生活支援事業、口腔ケア

講義内容

オリエンテーション、柔道整復師と介護保険、発達と老化の理解

発達と老化の理解

発達と老化の理解

介護保険制度

介護保険制度

介護の過程

高齢者介護とICF

高齢者介護とICF

演習

介護予防と生活機能の向上

栄養改善、摂食嚥下の基礎（スライド）

摂食嚥下の評価治療

特養症例

総合評価（まとめ）


